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令 和 ６ 年 ８ 月
茨城県警察本部交通総務課

No.２９

夏は、猛暑日が増え、暑さによる集中力の欠如や屋内・外の温度差による疲労感な
どにより、ハンドル操作ミスやアクセルとブレーキの踏み間違い等による運転操作の
誤りや、漫然運転等が原因と思われる事故の発生が懸念されます。
また、過去５年間(R1~R5)における交通死亡事故の発生状況を見ると、二輪車や車

両単独の事故は８月が最も多くなっています。
下記の夏の事故防止ポイントを参考に安全運転に努めましょう！

夏の交通事故防止ポイント

普段以上に
こまめに休憩！
リフレッシュ！

時間にゆとりのある計画を
立てましょう！

車内にいても熱中症になる
可能性があります！

水分を取り
エアコンを

適切に使おう！

R５年中、飲酒運転による事故
は８月が最多！

カーブ手前で十分に減速し、
スピードの出しすぎに注意しま
しょう！飲酒運転を

しない
させない

ゆるさない！

被害軽減のため、
ヘルメットはもちろん、
プロテクターなども

着用しよう！

自分の技術を過信しない！

体調が悪いときは
無理しない！

8月19日は『バイクの日』
バ イク


